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『黄金分割』から見た株価の見方（第 19 回）                 kuwayama 
平成 17 年 11 月 18 日(金) 

 好調な企業業績（3 期連続最高益）、「外人買い」は 9 兆円（11/11 まで）、円安（102 円→

119 円）の進行、NY（10796.26 ㌦）の堅調や Nasdaq（2234.30）の新値抜け、そして本

日は約 5 年ぶりの日経平均株価の 14,600 円乗せと私の予想をはるかに越える上昇スピード

である。「よみがえる日本経済」が世界から注目されて来た様だ。いよいよ「デフレ脱却」

宣言が近づいている。「小泉構造改革」は最後のコーナーを突き進み出した。1998～2000
年 3 月の IT 相場をしのぐ「大相場」が展開されている。出来高や売買代金は驚異的で記録

づくめである。信用買い残高は 4 兆円、売り残高は 1.66 兆円と高水準である。 
さて「黄金分割」から見た日経平均株価の見方であるが、昨年 5 月安値スタートの相場

は 10,489 円→①12,700 円、②13,800 円、③14,900 円、④17,000 円となる。 
また今年 4 月安値 10,770 円をスタートにした上昇の「黄金分割」は①13,000 円、②14,200

円、③15,300 円、④17,500 円となる。先月（第 18 回）私は②の 13,800～14,200 円を年内

のメドとした。14,200 円どころでしばらく一休みするだろうと見ていた。しかし簡単にク

リアしたので、目先のメドは③の「14,900 円～15,300 円」としたい。上昇ピッチがやや早

すぎると思われる。しかし内需関連から輸出企業関連・ハイテク関連とうまく循環買いが

続いており、息の長い大相場と見ておきたい。「為替」は 101.70 円→①123 円（②134 円）

が「黄金分割」である。120 円が近づいて来た。120 円前後は達成感があるだろうが、123
円が見えてきた。「原油」（WTI）は 8 月末の 70.85 ㌦高値→値下り①61.9 ㌦、②57.4 ㌦、

③52.9 ㌦（④43.8 ㌦）がトレンドである。（11/18 56.14 ㌦）  さて今月も先月に続いて「相

場をリードしている代表銘柄」のいくつかをあげて「黄金分割」から見た株価の「実証分

析」と「予測」をして見たい。（10 月は「中段もみあい相場」で 10/21 に安値を付けた。） 
新日鉄（5401）11/18(418 円)終値 
 8/8 安値 273 円→①330 円、②358 円、③386 円、④442 円・・・9/29 高値 457 円 

9/29 高値 457 円→値下り①400 円、②371 円・・・10/17 安値 391 円 
10/17 安値 391 円→①472 円（11/8 450 円高値）、②512 円、③552 円、④632 円 

 住金（5405）11/18(424 円)終値 
  8/8 安値 197 円→①238 円、②258 円、③279 円、④319 円→①385 円、②418 円、③

451 円（④516 円）・・・9/29 高値 440 円→値下り①384 円、②356 円・・・10/21 安
値 374 円→①451 円（11/8 464 円高値）、②490 円、③528 円、605 円 

 三菱商事（8058）11/18(2,365 円)終値 
  8/8 安値 1,602 円→①1,930 円、②2,100 円、③2,260 円、④2,590 円・・・11/8 2,445

円高値その後 10/21 安値 1,982 円→①2,380 円、②2,580 円、③2,790 円、④3,200 円 
三菱 UFJ(8306) 11/18(159 万円)終値 
  8/8 安値 92.9 万円→①112 万円、②122 万円、③131 万円、④150 万円（9/30 153 万

円高値）→値下り①135 万円（10/6 132 万円） 
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  10/6 安値 132 万円→①160 万円、②173 万円（11/7 170 万円高値）、③187 万円 ④

214 万円 
トヨタ（7203）11/18(5,890 円高値)終値 
  4/22 安値 3,790 円→①4,570 円、②4,960 円、③5,350 円、④6,130 円 
  その後 10/21 安値 4,950 円→①5,970 円、②6,480 円、③6,990 円、④8,010 円 
キャノン（7751）11/18(6,620 円)終値 
  8/15 安値 5,380 円→①6,490 円（10/4 6,460 円高値） 

その後 10/28 安値 5,940 円→11/15 6,740 円高値 ②7,040 円、③7,600 円、④8,700
円   

武田（4502）11/18(6,640 円)終値 
  8/20 安値 4,940 円→①5,960 円、②6,470 円、③6,980 円（10/3 6,950 円高値）④7,990

円 その後 10/25 安値 6,230 円→①7,500 円 
千代建（6366）11/18(2,180 円終値 2,195 円高値) 
  8/8 安値 1,456 円→①1,760 円、②1,910 円、③2,060 円（9/28 2,140 円高値）④2,360

円 その後 10/21 安値 1,813 円→①2,190 円、②2,370 円、③2,560 円 
松下（6752）11/18(2,395 円高値)終値 
  7/26 安値 1,724 円→①2,080 円（10/4 2,055 円高値）、②2,250 円、③2,430 円、 
  その後 10/28 安値 1,900 円→①2,290 円、②2,490 円、③2,680 円、④3,070 円 
富士通（6702）11/18(861 円終値 11/9 873 円高値) 
  8/8 安値 601 円→①730 円、②790 円、（10/5 819 円高値）③850 円、④970 円 
  その後 11/2 安値 727 円→①880 円、②950 円、③1,030 円 
野村（8604）11/18(2,070 円終値 2,100 円高値ピタリ)  
  8/2 安値 1,304 円→①1,570 円、②1,700 円、③1,840 円（9/291,800 円高値）、④2,100

円 その後 10/21 安値 1,623 円→①1,960 円、②2,120 円、③2,290 円、④2,620 円 
ソフトバンク（9984）11/18(8260 円終値 8,760 円高値) 注：2006/1/5(1:3 株式分割) 
  8/8 安値 4,270 円→①5,150 円、②5,590 円、③6,030 円、④6,910 円（10/46,940 円） 
  その後 10/19 安値 6,150 円→①7,420 円、②8,050 円、③8,690 円、④9,950 円 
  （9/28 安値 5,460 円からの「黄金分割」の見方→①6,590 円、②7,150 円、③7,710 円 
  ④8,830 円） 

解説：以上は「黄金分割」から見た見方であり、投資判断は「自己責任」でお願いします。

（○内の数字は「黄金比率」の値上り、値下りの順番を示す。10 月の調整場面で、個々の銘柄

も安値をつけています。その安値を起点にした上昇の「黄金分割」を見ることは、今後の「相

場」を見るうえで大きなヒントを与えてくれるものと思います。 
「黄金分割」には時間の概念は入りません。①は 1.21％、②が 1.31％、③は 1.42％、そして④

が 1.618％で「黄金比率」が完成です。①をクリアする事が「相場」の前提です。 

②までか、③まで上がるか、④を形成するかは神様しかわかりませんが、各人の判断です。 




